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透 析 部

１．スタッフ

医師
　部長（教授） 森下　義幸
　医員（教授） 大河原　晋
　　　（准教授） 平井　啓之
　　　（講師） 伊藤　聖学
　　　（助教） 植田裕一郎
 宮澤　晴久
　病院助教 北野　泰佑
 矢内　克典
　シニアレジデント ８名
　大学院生 ０名
　非常勤医員（非常勤講師） １名
　副手 １名
　非常勤医員 ２名

２．各診療科の特徴

認定施設
　日本腎臓学会研修施設
　日本透析医学会認定施設
　日本急性血液浄化学会認定施設

専門医
　日本内科学会専門医　　　８名
　日本内科学会指導医　　　３名
　日本腎臓学会専門医　　　10名
　日本腎臓学会指導医　　　４名
　日本透析医学会専門医　　10名
　日本透析医学会指導医　　４名

　当院の透析部の特徴は透析導入施設とし
ての役割に加え、中央部門である血液浄化
センターとしての機能を果たしていること

である。業務内容は維持透析患者で合併症
を持つ患者の治療と、透析導入患者の管理
が主体である。またその他にもICU・CCU

での持続的血液濾過法の管理、血漿交換療
法、二重膜濾過血漿交換法（DFPP）、顆
粒球除去療法、血液吸着療法などの特殊血
液浄化療法、血液疾患の治療で行われる血
液幹細胞移植時の末梢血幹細胞採取など、
幅広い血液浄化療法を管理している。また
2013年より土曜日の血液透析が開始され、
一部の血液透析患者の透析管理を行ってい
る。

３．�診療成績・クリニカルインディケー

ター

１）透析室での診療患者の内訳
　血液透析は8241件であった。血液濾過透
析（HDF）は1049件であった。腹膜透析
患者は60名であった。特殊血液浄化療法
は140件であった。また、末梢血幹細胞採
取・骨髄濃縮処理は65件であった。

２）腎代替療法導入の内訳
　新規腎代替療法導入総数は114名で、血
液透析94名、腹膜透析７名、先行的腎移植 

１名であった。

４．カンファレンス

　毎週木曜日午後４時から透析カンファレ
ンスを行っている。医師、看護師、臨床工
学技士、栄養士、薬剤師の多職種により、
主に患者の病態の把握、今後の治療方針の
確認、透析条件の決定、栄養状態の把握と
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対策を行っている。

５．研究、学会活動など
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学会発表
第66回 日本腎臓学会学術総会
１． 伊藤聖学，大河原晋，渡邊祐作，睦好
祐子，北野泰佑，田部井薫，森下義
幸．血液透析後立位における脳内局所
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酸素飽和度の変化に関する検討．2023
年６月10日（土）．日本腎臓学会誌．
2023; 65: 265.

第68回 日本透析医学会学術集会
１． 大河原晋，湊さおり，宮澤晴久，植田
裕一郎，伊藤聖学，森下義幸．HD時
肝臓内局所酸素飽和度変化に関連す
る臨床的因子の検討．2023年６月16
日（金）．日本透析医学会雑誌．2023; 
56S: 449.

２． 平井啓之，下田代雅子，園田時男，奥
村俊明，大河原晋，森下義幸．血液透
析患者における新型コロナウィルスワ
クチン３回目接種に対する液性免疫応
答および関連因子の検討．2023年６
月16日（金）．日本透析医学会雑誌．
2023; 56S: 464.

３． 岡本日出数，勝野　浩，下山皓太郎，
佐々木峻也，北野泰佑，遣田美貴，清
水納子，中島章雄，森本啓太，森下
義幸，横尾　隆，モルヌピラビル投
与後COVID-19の再燃が考えられた血
液透析患者の一症例．2023年６月16
日（金）．日本透析医学会雑誌．2023; 
56S: 468.

４． 渡邊祐作，大河原晋，伊藤聖学，湊さ
おり，植田裕一郎，吉野義一，森下義
幸．頸動脈狭窄に対するステント留置
前後で脳内局所酸素飽和度を観察し得
た血液透析患者の１例．2023年６月17
日（土）．日本透析医学会雑誌．2023; 
56S: 494.

５． 小藤誠也，伊藤聖学，岡田ひとみ，草
浦理恵，百瀬直樹，睦好祐子，北野泰
佑，大河原晋，森下義幸．当センター

における持続的腎代替療法を必要とし
たCOVID-19陽性患者について．2023
年６月18日（日）．日本透析医学会雑
誌．2023; 56S: 573.

６．�その他（アピールする点、ニュース、

今後の活動目標）

［今後の臨床的課題］
　現在臨床研究を中心に透析患者における
様々な病態（血圧・尿酸・血糖管・貧血・
局所酸素化）と薬理作用について検討をお
こなっており発展継続させていく。また当
センターに設置されている循環器病臨床医
学研究所オープンラボで、腎疾患・透析領
域のトランスレーショナルリサーチを開始
し結果を蓄積している。今後研究を発展さ
せていく予定である。




